
和風会会員各位 

和風会講演会のご案内 
謹啓  
 新春の候、先生方におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
さて、和風会講演会を下記の日程により開催することとなりましたので、ご案内申し上げます。

先生方には時節柄ご多忙のこととは存じますが、万障お繰り合わせのうえ多数のご参加を賜りま

すよう何卒よろしくお願い申し上げます。 
尚、ご出席の先生方には日本精神神経学会・精神科専門医制度更新単位の 1 単位、大阪府医師

会生涯研修システムの 1.5 単位が認定されます。 
また、お車でご来場の際には梅田スカイビル駐車場をご利用下さいますようお願いいたします。 
  謹白 

記 

日 時：令和 4 年 3 月 4 日（金）19:00 より 

場 所：エーザイ株式会社 大阪コミュニケーションオフィス 33F 
住 所：大阪市北区大淀中 1-1-88 

梅田スカイビルタワーイースト 33 階 A 会議室 
      形 式：ハイブリット開催（現地開催＋WEB 配信） 
          ＊COVID19 の影響により WEB 配信のみとなることがあります。 

＊現地参加者が多い場合は、WEB でのご参加をお願いすることがあります。 

＜プログラム＞ 
話題提供（19:00 ～ ） 

「不眠症治療薬デエビゴの有用性と位置づけ」 エーザイ株式会社  
特別講演（19:10 ～ ） 
座 長：大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室 教授 池田 学 先生 

 

「脳内炎症、グリア細胞と認知機能障害： 

PET 分子イメージングによる研究と考察」  
 

講 師：国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 精神科  

                        部長 安野 史彦 先生 

 
共催：大阪大学精神医学教室和風会 

             エ ー ザ イ 株 式 会 社 

令和 4 年 1 月吉日 



抄録 
 

変性疾患における脳内の炎症過程は、きわめて複雑で動的なものであると考えられるが、グリア

細胞は、炎症過程において活性化が示されてきた。アルツハイマー型認知症（Alzheimer’s 
disease：AD）において、アミロイドβ がミクログリアの活性化を促すことが知られており、ま

た、AD 患者の死後脳組織において、老人班の周囲に活性化アストロサイトが集積することが示

されるなど、その変性病理過程においてグリア細胞の活性化に反映される神経炎症反応の関与が

示されてきた。 その上で、その評価を可能にする放射性薬剤とそれを用いた PET 炎症イメージ

ングの開発が進められてきた。本演題においては、これまでに進められてきた脳内炎症に伴うグ

リア細胞活性化に関する脳 PET イメージング研究について、自験例をまじえつつ紹介し、そのう

えで認知症における認知機能障害とグリア活性化の関連について考察を行う予定である。 

和風会参加申し込み案内 
 


